
本号の編集にあたって
一般的に，土は砂と粘土に大別して扱われているものの，その他に特殊な自然地盤材料として，特殊土，中間土，風

化土，火山灰質土，鉱物等が挙げられます。例えば，我が国における自然地盤材料の一つとして，まさ土が挙げられま

す。それぞれが強度特性，破砕性，粘性等の点で様々な特性を有しています。そして，我が国ではその特性に起因した

多くの自然災害がこれまで起こってきました。

例えば，まさ土は水を含むと非常にもろくて崩れやすい性質を持っているため，2014年に広島で起きた様な大規模な

豪雨土砂災害を誘発する一つの要因となっています。激甚化する自然災害が日本各地で起こっている昨今の事情を踏ま

えると，今後ますます各地域特有の自然地盤材料に関する知見が必要になると考えられます。

以上のような背景から，本号では，「特殊な自然地盤材料の材料特性」と題した特集を企画しました。

総説では，特殊土の地域分布や特殊性の所在及び今後の展望，2 つの論説ではサンゴ礫混じり土の特徴と力学特性に

関する知見や脆弱岩破砕土の特徴や力学・物理特性を調べる上での注意点，5 つの報告では，火山灰質細粒土を用いる

際の設計・施工における問題点，課題解決に向けた実際の検討例，火山灰質粗粒土の特徴及び室内試験結果を評価する

上での留意点，火山灰質粗粒土に関連した被害概要と液状化特性，不撹乱試料の不飽和浸透特性の事例，高有機質土の

力学的性質及びそれに関連した最新の動向など幅広い内容について執筆していただきました。

本号の特集が，多くの皆様にとって有益なものとなり，特に昨今頻発する災害への対策の一助になることを期待して

おります。

「特殊な自然地盤材料の材料物性」特集担当 吉 田 泰 基（よしだ たいき)

本号は 7 月24日から26日にかけて，サンポートホール高松及びレクザムホール（香川県県民ホール）において開催さ

れた第53回地盤工学研究発表会の特集号です。研究発表会が開催される前に，平成30年 7 月豪雨により西日本各地に甚

大な被害をもたらされ，その後の復旧を妨げるかのような連日35°Cを超える異常な猛暑の中で，2 069名の方にご参加い

ただき，1 179件の発表がありました。

今年度の研究発表会でも，研究発表セッション，展望，ディスカッションセッション，特別セッション，サロン・

土・カフェ W，交流会，技術展示，見学会などの市民向け行事等，多くの行事が開催され，活発な意見交換が行われま

した。また，特別講演会を中止して緊急災害調査報告セッション「平成30年 7 月豪雨による地盤災害緊急調査報告」が

急遽開催されることになりました。被災した地区の支部から，被災状況や今後の対応について報告がなされ，多くの参

加者にとって大変貴重な情報が提供されたことと思います。

本号は，11月号との合併号となっており，毎年12月号は研究発表会に関する特集号となっていますが，発表会で開催

された多くの行事などは地盤工学会ホームページ（https://www.jiban.or.jp/）に掲載されています。ホームページでの

掲載内容は，発表された内容の総括のみならず，討議内容，その中で得られた新たな知見等がまとめられており，研究

及び技術動向，将来の展望など会員の皆様に有益な情報を提供できることを期待しています。

最後に，研究発表会の運営にご尽力されました実行委員会をはじめ，研究発表会関係者の皆様に深く感謝申し上げま

すとともに，来年度に開催されるさいたま市での研究発表会がさらに実り多いものになることを祈念いたします。

「第53回地盤工学研究発表会」特集担当 山 下 勝 司（やました かつじ)

地盤工学会のホームページ URL https://www.jiban.or.jp/
国際地盤工学会ホームページ http://www.issmge.org/
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